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高緯度域におけるハナヤサイサンゴ科 Pocilloporidae の初期骨格形成および成長過程の研究 

〇福﨑扶美，中村雅子（東海大学 大学院 海洋学研究科） 

1． 背景・目的 

四国南西海域における幼生加入量では，主な構

成種であるミドリイシ科よりもハナヤサイサンゴ

科が多い．これまで，定着量の同定には熱帯・亜熱

帯域に生息する種の骨格に関する知見が用いられ

てきた．しかし，定着初期での骨格は属や種間で

の形態的違いは明らかにされておらず，定量化は

科レベルに留まっている．そこで，本研究ではサ

ンゴの生息域として高緯度である四国南西海域に

おいて，主な加入種であるハナヤサイサンゴ科の

ショウガサンゴとハナヤサイサンゴを対象とし，

定着初期の成長と骨格形成過程を明らかにするこ

とを目的として調査をおこなった． 

 

2． 方法 

 四国南西海域に設置した基盤上に定着したハナ

ヤサイサンゴ科骨格を対象に，量的形質 4 項目（全

体径，個体径，短莢径，長莢径）と形態形質 5 項

目（全体の形状，軸柱の形状，莢内の形状，隔壁の

形状，隔壁の肥厚）のタイプ分け（図 1）を行い，

Bray-Curtis 類似度指数を用いたクラスター解析

を基に，非計量多次元尺度法で解析を行った．ま

た，採集した 2 種の幼生を飼育し，定着後の初期

骨格の形成および形態的特徴を観察した．観察期

間は，定着後初期（短期：定着後 12 時間～11 日）

と定着後数ヶ月（長期：定着後 1～3 ヵ月）とした． 

図 1．ハナヤサイサンゴ科骨格の 

形態的特徴とタイプ分けの模式図. 

3． 結果・考察 

基盤上のハナヤサイサンゴ科骨格は，莢内の形

状がお椀型，隔壁の形状が細棘隔，隔壁の肥厚が

未肥隔といった形態形質を持つグループ A と，そ

れ以外の形態形質を持つグループ B に分けられた．

このことから，同定指標として，莢内の形状，隔壁

の形状，隔壁の肥厚の３つの形態形質が有効であ

る可能性が示された．短期飼育した定着後のショ

ウガサンゴのポリプ・骨格の写真を図 2 に示した．

定着後は（１）24 本の基底隆起の形成，（２）側面

突起の融合による莢壁の形成，（３）莢心で融合し

た一次隆起による軸柱の形成，（４）莢内の一次隆

起の発達による隔壁の形成，といった過程を経て，

8 日で初期骨格を形成した．この過程に地理的変

異は見られなかった．さらに，飼育したショウガ

サンゴの骨格形態はグループ B と同じ特徴を示す

可能性が高い一方，ハナヤサイサンゴの飼育した

骨格形態と採集した親群体の骨格形態はグループ

Ａと同じ特徴を示す可能性が高いと考えられた．

本研究は，四国南西海域に生息するショウガサン

ゴの初期骨格の形成過程および形態的特徴を明ら

かにしたと考えられる． 

 

 
図 2．ショウガサンゴの初期段階における定着後

のポリプ（上）と骨格（下）：a）12 時間後，b）1

日後，c）2 日後，d）3 日後，e）4 日後，f）5 日

後，g）6 日後，h）7 日後．i）8 日後．j）11 日後． 

 


